
注意　受験番号及び氏名を記入せよ。

　 受験番号 氏　名

生　　物　解 答 用 紙 （全5枚）その1

集　計　点

1

問　１ ア 転写制御※ イ S期　（DNA合成期でも可）

ウ 間期

※転写調節，転写活性化，調節タンパク質，発現制御（因子）等も正解とする。

問　2 (1) 構造名

細胞膜

特徴

リ ン 脂 質 か ら な る 二 重 層 で 細 胞 内 と 細 胞 外 を
20

区 切 っ て い る 。
30

※流動モザイクモデル，

選択的透過性等の説明も正解とする。

(2) 受 容 体 ※レセプターも正解とする。

(3) 親 水 性 細 胞 外 シ グ ナ ル 分 子 が 細 胞 膜 上 の 受 容
20

体 に 結 合 す る と ， 細 胞 内 の c A M P を は じ め
40

と す る 様 々 な 細 胞 内 シ グ ナ ル 分 子 の 複 合 体 の
60

形 成 や 解 離 ， リ ン 酸 化 や 脱 リ ン 酸 化 ， タ ン パ
80

ク 質 の 安 定 化 や 不 安 定 化 ， 切 断 や 遺 伝 子 発 現
100

変 化 等 を 介 し て ， 細 胞 の 環 境 応 答 が 起 こ る 。
120

※cAMPは必須ではない。細胞内シグナル分子の代わりに

セカンドメッセンジャーという言葉でも正解とする。



注意　受験番号及び氏名を記入せよ。

　 受験番号 氏　名

生　　物　解 答 用 紙 （全5枚）その2

集　計　点

1

問　3 名称

ア ポ ト ー シ ス ※プログラム細胞死も正解とする

特徴

プ ロ グ ラ ム 細 胞 死 の ひ と つ で あ り ， 広 汎 な タ
20

ン パ ク 質 分 解 や ， 核 の 崩 壊 と D N A の 断 片 化
40

を 伴 う 。

※ 問3の名称をプログラム細胞死と答えた場合，「特定の時期に特定の細胞死が起こる。」を正解とする。

問　4 が ん 細 胞 で は ， 正 常 細 胞 と 違 っ て ， D N A 損
20

傷 時 に お い て ， p 5 3 依 存 性 の p 2 1 発 現 を
40

介 し た サ イ ク リ ン - C D K 複 合 体 の 活 性 抑 性
60

が 起 こ ら な い の で R b タ ン パ ク 質 は リ ン 酸 化
80

型 に な っ た ま ま で E 2 F と 結 合 せ ず ， 遊 離 型
100

の E 2 F が 減 ら な い の で 細 胞 周 期 は S 期 に 入
120

る 。 ア ポ ト ー シ ス も 起 こ ら な い の で ， が ん 細
140

胞 は 遺 伝 子 変 異 を 持 っ た ま ま 分 裂 を 繰 り 返 す
160

。
180

200



注意　受験番号及び氏名を記入せよ。

　 受験番号 氏　名

生　　物　解 答 用 紙 （全5枚）その3

集　計　点

2

問　１ セントラルドグマ

問　2 ア プラスミド イ プロモーター ウ GFP（緑色蛍光タンパク質）

エ クローニング

問　3 1 制限酵素 2 （DNA）リガーゼ 3 （DNA）ポリメラーゼ

4 （DNA）ヘリカーゼ

問　4 1, 2, 3, 4

問　５ サンガー法（ジデオキシ法）はDNAの複製機構を利用している。DNA合成の際、

ジ デ オ キ シ ヌ ク レ オ チ ド と デ オ キ シ ヌ ク レ オ
20

チ ド が ラ ン ダ ム に 取 り 込 ま れ ， さ ま ざ ま な 長
40

さ の 断 片 が 生 じ る 。 そ の 後 ， 電 気 泳 動 を 行 い
60

， 3 ′ 末 端 の 標 識 を 識 別 す る こ と に よ っ て 塩
80

基 配 列 を 明 ら か に す る 。
100



注意　受験番号及び氏名を記入せよ。

　 受験番号 氏　名

生　　物　解 答 用 紙 （全5枚）その4

集　計　点

3

問　１ ア オーキシン イ ジベレリン ウ アブシシン酸

問　2 エチレン処理無し エチレン処理あり エチレン合成量

野生型 正常成熟 早期成熟 正常な合成量

変異体A 成熟遅延 2 4

変異体B 成熟遅延 2 4

問　3 F2世代　成熟遅延　：　正常な成熟　＝ 7 ： 9

問　4 (1) ジベレリン

(2) 糊粉層

(3) 胚乳

(4) 胚 乳 中 の デ ン プ ン を 糖 に 分 解 し ， 糖 は 発 芽 の
20

エ ネ ル ギ ー 源 や 呼 吸 基 質 と な る 。
40

※「～糖に分解し，糖による浸透圧上昇、吸水、細胞膨張による発芽促進」等も可。

問　5 頂 芽 で 合 成 さ れ た オ ー キ シ ン が 茎 を 下 方 に 移
20

動 し て 側 芽 の 成 長 を 抑 制 す る 。
40



注意　受験番号及び氏名を記入せよ。

　 受験番号 氏　名

生　　物　解 答 用 紙 （全5枚）その5

集　計　点

4

問　１ ア C イ A

ウ I エ F

問 2 5

問　3 1，4

問　4 酸 素 を 利 用 し た 呼 吸 を お こ な う 生 物 が 繁 栄 し た 。
25

※ 「酸素を利用しない嫌気性の生物が減少した。」，「生物の陸上進出に影響を与えた。」等でも可。

問　5 ア B イ D ウ E

問　6 硝化菌（アンモニア酸化細菌，亜硝酸菌でも可。）

問　7 1

※ 酸素供給を止め，酸欠により熱帯魚が死んだ場合，嫌気性微生物の働きによる分解でアンモニアの濃度が上昇する。

熱帯魚が酸欠に耐性があり，死ななかった場合でも，排泄物等によってアンモニア濃度が上昇する。

酸素供給を止めた時点で，まだ水層に残存している酸素を利用して，アンモニアから亜硝酸が作られる可能性もあるが，

酸素があると，亜硝酸は直ちに硝酸に変換されるため，亜硝酸の濃度は上昇しない。

つまり，アンモニアが優勢的に濃度上昇するが，硝酸も少し濃度が上昇する可能性がある。

しかしながら，設問には，アンモニアと硝酸の２つだけの濃度が上昇するという選択肢は無い。

いずれにしても，アンモニアが優勢的に濃度上昇することに変わりはない。

また，設問は正しいものを選ぶのではなく，最も適切なものを選ぶものであるため，正解は１となる。


